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はじめに

本年２月１日（土）、２日（日）に、第２７回ワン・ワールド・フェスティバル（ＯＷＦ）を開催し、無事に盛況のうちに終了いたしました。今回も多数のＮＧＯ・

ＮＰＯや、行政、各種団体、学校、企業、教育機関等々、多方面から多くの関係者の方々の多大なご支援、ご協力の下で開催ができましたことを心か

ら感謝を申し上げます。

また、会場運営を支えて頂いた多数のボランティアの皆様方にも感謝いたしております。そして、何よりも２日間で26,000人もの多くの方々がOWFに来

訪して頂きましたことに心からお礼を申しあげます。

ＯＷＦは、実行委員会形式にて、1993 年から毎年開催している関西最大の国際協力の催しです。市民の方々に広く国際協力の大切さを認識して頂き、

その活動に参加する機会を提供いたしたく、関西を中心に国際協力に携わるＮＧＯ・ＮＰＯ、政府機関・ＯＤＡ実施機関、国際機関、教育機関、自治体、

企業などが協力しあって運営・実施してきたもので、資金面の問題をはじめ多くの課題を抱えながらも、皆様方の温かいご支援のもとで、第27回を実

施した次第です。

会場となった北区民センターでは、ＮＧＯ・ＮＰＯその他の団体の活動紹介ブースや展示、ワークショップや報告会、セミナーなどを開催し、カンテレア

リーナでは、さかなクントークショーやSDGシンポジウムをはじめ多くの参加者を集めての講演等を実施し、カンテレ扇町スクエアステージでは民族舞

踊などのショーや講演を、扇町公園では各国の料理が楽しめる「みんなのキッチン」と「みんなのスポーツ」を行ったほか、難民キャンプテントの設営、

キッズゲルニカ企画など、多彩な催しを実施いたしました。

今回のＯＷＦでは、「持続可能な開発のための2030アジェンダ」（ＳＤＧｓ）が示す17の目標と理念を参加者みんなで共有し、今までの活動を報告し合い、

今後の活動への指針を考える「きっかけ」や「場（機会）」が提供できたものと考えています。

その内容を本報告書にてまとめましたので、ぜひご高覧頂ければと思います。そして、ぜひ次回以降もご支援、ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお

願いを申しあげます。

ワン・ワールド・フェスティバル実行委員長

三木 秀夫

（特定非営利活動法人関西国際交流団体協議会理事長・弁護士）

2



目次

3

P4－P5 開催概要

P6－P7 会場マップ

P8－P9 プログラムタイムテーブル

P10－P11 なんでもアリーナ

P12－P15 ワンフェスステージ

P16－P19 セミナー・ワークショップ

P20－P23 出展ブース

P24－P27 扇町公園プログラム

P28－P33 実行委員会のとりくみ

P34 広報制作物

P35 ボランティアスタッフ

P36 運営協力

P37 パブリシティ

P38－P42 アンケート

P43 収支報告



開催概要（１）

タイトル ワン･ワールド･フェスティバル

開催日時 2020年2月1日（土）〜2日（日） 10:00〜17:00 入場無料、雨天決行

会 場 北区民センター（大阪市北区扇町2-1-27）
扇町公園（大阪市北区扇町1-1）、カンテレ扇町スクエア1階（大阪市北区扇町2-1-7）

ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会主 催

(一財)大阪市コミュニティ協会 北区支部協議会共 催

関西テレビ放送（株）協 力

（学）エール学園、（一社）大阪青年会議所、大阪府生活協同組合連合会、（一社）大阪労働者福祉協議会、岡安商事（株）、音羽電機工業
（株）、金井重要工業（株）、カンサイ建装工業（株）、近畿労働金庫、（株）公文教育研究会、サラヤ（株）、島野珈琲（株）、（宗）真如苑、第
一ゼミナール、ダイサン（株）、大日本除虫菊（株）、（株）てりとりー、中谷機工（株）、新居合同税理士事務所、（株）ニシハラ印刷、（一財）
日本国際協力センター、日本労働組合総連合会大阪府連合会、（株）ネッツプランニング、（株）フレンドヒロ、（株）ベネシード、三木秀夫法
律事務所、（株）ムーラン、（株）リゾートライフ

協 賛

（公財）京都市国際交流協会、（株）インクリエイト、（株）ディーボックス、大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館、（株）大塚商会、関西ラ
グビーフットボール協会、（一社）日本結婚相談協会、グラン・アーモTAMAHIME、東豊配送（株）、関西クリケット協会、関西学生クリケッ
ト連盟、（公財）ワールドマスターズゲームズ2021関西組織委員会、東大阪市スポーツのまちづくり戦略室、大阪府キンボールスポーツ
連盟、泉南市教育部生涯学習課、コニカミノルタ労働組合大阪支部、積水ハウス（株）、（公社）大阪府看護協会

運営協力

外務省、総務省、文部科学省、経済産業省、環境省、大阪府、大阪市、堺市、大阪府教育委員会、大阪市教育委員会、堺市教育委員会、
大阪府ＰＴＡ協議会、大阪市ＰＴＡ協議会、堺市ＰＴＡ協議会、関西領事団、（公社）大阪府看護協会、大阪商工会議所、（公社）関西経済連合
会、（一社）関西経済同友会、（公社）2025年日本国際博覧会協会、（公財）ワールドマスターズゲームズ2021関西組織委員会、日本労働組
合総連合会大阪府連合会、大阪弁護士会、（一財）自治体国際化協会、（公財）ユネスコ・アジア文化センター、（公財）関西・大阪21世紀協
会、関西ＳＤＧｓプラットフォーム、（公財）大学コンソーシアム京都、（特活）大学コンソーシアム大阪、（特活）南大阪地域大学コンソーシアム、
（公社）日本ユネスコ協会連盟、（公財）大阪観光局、（公社）日本ＷＨＯ協会、（一財）大阪教育文化振興財団 キッズプラザ大阪、北区商店
会総連合会、天神橋筋商店会、天神橋筋三丁目商店街振興組合、ミナミまち育てネットワーク

後 援

4

テーマ 共に生きる世界をつくるために、一人ひとりができること
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実行委員会 (公社)アジア協会アジア友の会、（公社）アムネスティ・インターナショナル日本・関西連合会、(特活)ＡＷＰＳ学生スタッフチーム、(公財)オイ
スカ 関西支部、（一社）大阪青年会議所、(認活）大阪NPOセンター、(独)国際協力機構関西センター、（独）国際交流基金関西国際セン
ター、こどもの家プロジェクト、（特活）日本多文化交流協会、 (一社)南太平洋協会、みんなでつくる学校とれぶりんか、（特活）関西国際交
流団体協議会



開催概要（２）

来場者数 計 26,000 人 １日（土）10,000名 ／ ２日（日）16,000名

参加団体数

のべ 216人 １日（土）111名 ／ 2日（日）105名ボランティア数

ワン･ワールド･フェスティバル実行委員会事務局 （特定非営利活動法人関西国際交流団体協議会内）
〒546-0002 大阪市東住吉区杭全1-15-18 大西ビル3F 
Tel：06-6777-1039 Fax：06-6777-2050 Mail：onefes.contact-post@onefes.net URL：http://onefes.net/

事務局

プログラム数 計 56プログラム
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参加団体総数：146団体
活動紹介ブース：91団体
プログラム参加団体：55団体 ※活動紹介展、プログラム実施団体との重複24団体を含む
プログラムのみの参加団体数：31団体

日本の国際協力活動を活発化し、より充実した活動を展開していくためには、ＮＧＯ／ＮＰＯやＯＤＡ実施機関、国際機関、地方自治体、企業、教育機関などとの連携・協働が重要であり、
ＮＧＯ／ＮＰＯ自身も組織基盤を強化し、専門性を高めることが求められています。また、国際協力活動の裾野を広げるためには、開発途上国の状況とそれを生み出す原因を理解し、解
決するために何ができるかを考える教育(開発教育、地球市民教育等)の促進が重要です。さらに、市民一人ひとりがさまざまなかたちで活動に参加したり、行動したりするためには、情報
の提供やボランティア環境の整備、ネットワーク化が求められています。

そうした観点から、イベントの目的を下記のように設定しています。

イベントの目的

（１） 地球規模の課題や地域社会の課題への市民の意識とライフスタイルの変革の促進

（２） 課題解決への市民の参加促進

（３） 開発教育の促進

（４） ボランティア活動の促進

（５） 異(多)文化理解の促進

（６） 環境問題への意識の向上と活動の促進

こうしたことは短期間で達成できるものではありません。本フェスティバルを通して、多くの人々がさまざまな団体・機関と出会い、情報と出会い、人と出会って、今後につなげるための
｢きっかけ｣や｢場(機会)｣となることをめざしています。

（７） ＮＧＯ／ＮＰＯ間の連携・協働の促進

（８） ＮＧＯ／ＮＰＯとＯＤＡ実施機関の連携

（９） ＮＧＯ／ＮＰＯと教育機関との連携・協働

（10） ＮＧＯ／ＮＰＯと行政機関との連携・協働

（11） ＮＧＯ／ＮＰＯと企業・経済団体との連携・協働

（12） ＮＧＯ／ＮＰＯの力量と意識の向上

（13） ネットワークの促進



会場マップ（１） 北区民センター２F/カンテレ扇町スクエア１F
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会場マップ（２） 扇町公園
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プログラムタイムテーブル ２月１日（土）
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プログラムタイムテーブル ２月２日（日）
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なんでもアリーナ（１） ２月１日（土）
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なんでもアリーナではパネルディスカッション、講演会、シンポジウムを実施しました。どのプログラムも満席に近い賑わいを見せていました。

■（公社）日本WHO協会、（一社）IMEDIATA 「外国人にとって安全で安心な大阪の医療をめざして」～いのちを守る医療通訳士・国際看護師の役割～
出演：松浦成昭（大阪国際がんセンター総長）、中村安秀（日本WHO協会理事長）、南谷かおり（IMEDIATA理事長）、中田研（大阪大学医学部附属病院国際医療センター）、本田友香（IMEDIATA
理事）、許由希（大阪府済生会中津病院）、中牟田和彦（東和通訳センターセンター長）
内容：関西において異文化対応・多言語対応の現場で培われてきた方々が集まり、外国人のいのちを守る関西初のパネルディスカッションを実施。

■大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館 「世界の中のドイツとヨーロッパ」
出演：ヴェルナー・ケーラー（ドイツ連邦共和国総領事）
内容：激動するEU、流動的な世界情勢の中でドイツとヨーロッパはどのような戦略でどの方向に進もうとしているのか講演と来場者との意見交換を実施。

■大阪商工会議所、大阪サクヤヒメSDGｓ研究会 国際シンポジウム「女性が輝くＮＥＯ大阪」
出演：マリアン・ジョーゲンセン（MAJ Global社代表）、瀬戸口美恵子（太平洋人材交流センター国際交流部長）、久保田光恵（アークティック社長）、川岸啓人（大阪府立大学大学院工学研究
科）、中川真紀子（大阪市立大学大学院工学研究科）、大賀公子（大阪市特別顧問）、山本佳誌枝（山本能楽堂事務局長）
内容：外国と日本の女性の働き方や文化の違い、「女性が輝くＮＥＯ大阪」を実現するための働き方やまちづくりについて幅広いディスカッションを実施。



なんでもアリーナ（２） ２月２日（日）
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２日目、トークショー、シンポジウム、ライヴ、多彩なプログラムを実施しました。著名人の出演もあり、アリーナには多くの来場者がプログラムに参加しSDGｓについて考えるきかっけとなりました。

■ＪＩＣＡ関西 「お魚でギョギョギョッと！つながる世界と日本」
出演：さかなクン（東京海洋大学名誉博士／客員准教授）、関純子（関西テレビアナウンサー）
内容：クイズに交えてたのしくお魚の話や大切な海の環境を考える。多くの子どもたちがさかなクンからSDGｓを学ぶことができました。

■実行委員会 ワンワールドフェスティバルシンポジウム「持続可能な開発目標（SDGｓ）の達成を目指して」
出演：更家悠介（サラヤ社長）、小谷美樹（積水ハウスＣＳＲ部長）、津田恵（大阪ガスＣＳＲ・環境部長）、菱田真（クボタＣＳＲ企画部長）、相原有希子（阪急阪神ホールディングス社会貢献担
当課長）、藤田裕之（京都市国際交流協会）、中山羊奈（大阪ＹＷＣＡ）、熱田典子（アジア協会アジア友の会）、田中健造（2025年日本国際博覧会協会）、久保倉健（ＪＩＣＡ）、高橋美和子（関西
ＮＧＯ協議会）、関純子（関西テレビアナウンサー）
内容：サステナブル社会の実現に向けて、企業活動とSDGｓ推進の両立は可能か、企業とNGO等との多面的な協働は可能かについてディスカッション等を実施。

■寧鼓座 「国際交流和太鼓演奏」
内容：国際交流の和太鼓演奏として在留外国人による和太鼓演奏。



ワンフェスステージ（１） ２月１日（土）
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■チョコラッテ メキシコダンス

■歌手Yunkaライヴ■オープニングセレモニー（実行委員長挨拶、関西テレビ放送 ＣＳＲ推進局長
前田ひとみ様ご挨拶）

ワンフェスステージではメキシコ舞踊、ロシア舞踊、沖縄三線ライブなど世界各国の民族音楽、舞踊を披露し、軽快なリズムで会場を盛り上げました。また、今回初めての試みと
して国際カップルのウエディングを行い、多くの来場者から暖かい祝福を受けました。

■（公社）日本ＷＨＯ協会 目指せＷＨＯ（ＷＨＯインターン報告会）

■Fenix ロシア・ウクライナ民族ダンス ■ワンワールドウエディング



ワンフェスステージ（２） ２月１日（土）
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■国際通貨基金、世界銀行グループ 国際金融機関（IFIs)で働こう

■尚福テー 沖縄三線ユニット■フランポネ（吉本興業所属） スイス人との国際夫婦漫才お二人にステージを盛り
上げていただきました。

■外務省国際協力局民間援助連携室、テレルネッサンス、関西NGO協議会
パネルトーク ODAのNGO／NPO支援制度を組織基盤強化につなげよう



ワンフェスステージ（３） ２月２日（日）
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■イヤオラナタヒチ 自然と人々との共存タヒチアンダンス

■在大阪ウガンダ共和国名誉領事館 チャレンジ・ウガンダ、東アフリカへ■こどもの家プロジェクト すべての命はたからもの～人・国・地球で生きる叡智

２日目、タヒチアンやエクアドル・ペルシャ舞踊など世界各国の民族音楽、舞踊を披露し、軽快なリズムで会場を盛り上げました。また、トークセッションやセミナープログラムも実
施され、多くの来場者が行きかう賑やかなステージとなりました。

■Kindy エクアドル民族舞踊

■大手前大学国際看護学部 看護学生が考える多様化する社会で一人一人が
できること

■スフラ（ワールドマスターズゲームズ2021関西 大会マスコット兼ＰＲ大使）にワン
フェスを盛り上げいただきました。



ワンフェスステージ（４） ２月２日（日）
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■松田陽子（シンガーソングライター・ワンワールドフェス広報大使）ライブ

■風人ブドゥリ太鼓 沖縄エイサー演舞
■ワンワールドウエディング

■Greenteathking&iinasoul Band

■Little Persia in Japan ペルシャ・クラシカルダンス ■サンクスセレモニー 完成したキッズゲルニカをお披露目しました。



セミナー・ワークショップ（１） 北区民センター１F会議室 ２月１日（土）
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北区民センター１Ｆ第1・2会議室では、セミナーや映画上映などの幅広いプログラムを実施し、報告や映画を通じて、多くの来場者の方々に、SDGｓ目標達成のために一人ひとりができること
の提案を行いました。

■海外コンサルタンツ協会 SDGｓに直接かかわる仕事“開発コンサルタント”
内容：開発途上国での課題を解決するプロジェクトを現役の開発コンサルタントが紹
介。

■ＪＩＣＡ 国際協力という仕事
内容：国際（協力）分野への様々な関わり方、求められる資質を説明。

■関西エスペラント連盟 国際語エスペラントは新しい扉を開く
内容：国際語エスペラント概略説明とそのネットワーク、体験談を紹介。

■アムネスティ・インターナショナル日本・関西連絡会
ジェンダー差別を無くすためには何が大事か一緒に考えよう
内容：国を超えた人と文化の交流によってジェンダー規範がどのように変化するのか、
国際交流をジェンダー視点から考える。

■ウータン・森と生活を考える会 映画上映会～森の守り人
内容：ボルネオ島の森林破壊と日本の消費生活とのつながり、そこに暮らす人々が
織りなすドラマを放映。



セミナー・ワークショップ（２） 北区民センター１F会議室 ２月２日（日）
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■大阪府ユネスコ連絡協議会
世界平和・SDGｓ活動に取り組む高校生たちのメッセージ
内容：国際交流、被災地支援、身近なボランティア活動体験での学びを学校をこえて
分かち合った高校生たちのレポート発表。

■ＪＩＣＡ関西
ＪＩＣＡ教師海外研修（ルワンダ）報告会
内容：学校の先生がルワンダに訪れ、平和教育や現地校の取り組みについて
感じ学んだこと、その経験を教材化、その実践授業の様子を報告。

■近畿ろうきん、大阪府生協連、ＪＡ大阪中央会
SDGｓ達成に向けた協同組合・非営利協同セクターの役割
内容：SDGｓ達成に向けた協同組合の取り組みを紹介し、大阪における協同組合・非営
利協同セクターの連携強化につなげる。

■国際交流基金関西国際センター
来て、見て、触って、日本語eラーニング！
内容：センターで開発した日本語学習用eラーニング教材と、その効果的な活用方法に
ついて紹介。



セミナー・ワークショップ（３） 北区民センター２F会議室 ２月１日（土）
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北区民センター２Ｆ第5・6会議室では、セミナーやワークショップを実施。多様なプログラムを通じて、課題の解決方法について考えるプログラムを開催しました。

■フィリピン共和国政府観光省 フィリピン・スタディツアーの可能性
内容：社会問題解決の為のスタディツアーでどのような学びができるのか実例を挙げ
ながら紹介。

■南太平洋協会 ＡＳＰＡ旧暦勉強会
内容：旧暦の知恵を活かした暮らしを見直し、アジア・太平洋諸国の人々と共有する。

■国際交流基金関西国際センター 来て、見て、触って、日本語eラーニング！
内容：センターで開発した日本語学習用eラーニング教材と、その効果的な活用方
法について紹介。

■創価学会大阪女性平和委員会 子どもの幸福が平和の鍵～子どもたちのため、平和
のため、私たちができること
内容：子どもたちのために私たちができることについて講演。

■My TEDORI,My AFRICAチャレンジ！！ アフリカ・マラウイと繋がろう！！～誰ひとり
取り残さない社会とはどのような世界か
内容：誰一人として取り残されないために、私たちにできることって何かを考える。

■日本アジア振興財団学生委員会 「本当の支援」って何だろう？～ベトナム・カンボジ
アスタディツアー報告会
内容：ベトナム・カンボジアスタディツアーの報告会。



セミナー・ワークショップ（４） 北区民センター２F会議室 ２月２日（日）
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■ヒューマンライツ・ナウ関西グループ
「表現の不自由展・その後」をめぐる騒動から学ぶ
内容：芸術・文化と政治・公的助成との関係を国際的な視点も含めて展望し、表現の
自由や芸術の自由・人権について考える。

■ボルネオ保全トラストジャパン
ボルネオの熱帯雨林と私たちの暮らし～森のプランター、サイチョウ保全プロジェクト
内容：私たちの生活と深くつながっているパーム油について、サイチョウ保全プロジェク
ト進捗について報告。

■モンゴル料理こぺん
みて！感じて！やってみよう！モンゴルから想いをのせて♪
内容：モンゴルの自然と暮らしを写真で解説、ゲームやパズル等伝統文化をモンゴル人
と共に楽しむ。

■南北コリアと日本のともだち展大阪展実行委員会
日朝大学生交流の取組から東アジアの若者の心をつなぐ
内容：日朝大学生との交流を学生たちから報告。



出展ブース（１） 北区民センター

2020

北区民センター2階ホールには、フェスティバルの中心となるNGO／NPO団体の出展が並びました。来場者へのPRなどだけでなく、参加者同士のつながりも生まれる場となっていま
した。



出展ブース（２） 北区民センター
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今回もたくさんの方にお越しいただきました北区民センター２Fホール



出展ブース（３） 北区民センター
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階段スペースを使用し、日本の国際協力の取り組み等を伝える外務省の写真展を開催しました。



出展ブース（４） カンテレ扇町スクエア１Fアトリウム
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今回、カンテレ扇町スクエアにも出展ブース、並びにインフォメーションブースを出させていただきました。


